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大震災発生（‘11.3.11）～
復興対策本部立ち上げ（’11.4.1）

被災状況、安否の確認（学生，教職員）

・被災学生約300名、学部学生1名死亡
・就職採用取消1名、採用遅延11名
学事日程の変更
・後期入試延期→中止、卒業式・入学式中止、授業開始（5/9）

学生支援
・入学料及び授業料免除（約600名、2億2千万円）
・「被災学生支援募金」の呼びかけ、修学支援金の貸与

・就職内定取消の学生を研究生として受入（授業料等免除）

・復興支援ボランティア活動の単位認定
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岩手県の状況① 被災地の大学進学率は、他の地域より約１０％低い。

特に岩手県沿岸では・・。さらに今後の若年層は・・。

資料：「文部科学省高等教育局配付資料」
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岩手県の状況②
職業別の就業者構成割合のうち、「農林漁業就業者」は、全国平均４．１％に比べ

、岩手県は１１．８％と大きく上回る

▼従事者の高齢化も懸念、今後の産業担い手の確保が必須

資料：総務省「就業構造基本調査」

漁業従業者の平均年齢（2007年）

青森 岩手 宮城 福島 全国平均

漁業 59.3歳 57.1歳 56.5歳 58.9歳 55.6歳

全産業平均 45.8歳 46.4歳 43.7歳 45.6歳 44.5歳

11.8%
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岩手大学入学者・卒業者の状況
入学者の４６％が地元岩手県から、東北地域全体からは８８％
しかし、地元への就職は３２％、東北地域全体へは５９％

計 １，１４８人

地域の産業振興のためには地元定着率の向上が課題

入学者
卒業・修了者
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復興に関する主な活動状況

ボランティア活動
・ 被災家屋・学校の清掃、避難所の運営、市街地の泥上げなど

（学生延べ708名、教職員延べ188名）

物資支援活動
・ ＩＣＴ機器（ＰＣ約300台など）、辞書（約1,000冊）、
リサイクル自転車（21台）の提供など

調査研究活動
・ 沿岸復興に係る大学独自の２５研究プロジェクトを推進

・ 動物移動診療車「わんにゃんレスキュー号」の派遣

（5回で129頭の犬、猫等を診療）
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製あん所の豆１５ｔの撤去、被災住
宅の瓦礫撤去

4月13日～14日 宮古市

製あん所の豆１５ｔの撤去、被災住
宅の瓦礫撤去

4月13日～14日 宮古市

岩手大学救援・復興支援活動ＭＡＰ
ボランティア活動

委員会活動

調査・研究、技術支援

物資支援活動等

陸前高田災害ボランティアセンターでの受付及び被災地からのニー
ズとボランティアのマッチング業務

4月7日～5月31日 陸前高田市

陸前高田災害ボランティアセンターでの受付及び被災地からのニー
ズとボランティアのマッチング業務

4月7日～5月31日 陸前高田市

ラーメン炊き出しに関する支援
4月10日、13日 陸前高田市

ラーメン炊き出しに関する支援
4月10日、13日 陸前高田市

文化財の復興にかかわる支援（陸前高田市図書館か
ら救出された県指定文化財「吉田家文書」の修復等）

4月12日 陸前高田市、大槌町、その他被災地

文化財の復興にかかわる支援（陸前高田市図書館か
ら救出された県指定文化財「吉田家文書」の修復等）

4月12日 陸前高田市、大槌町、その他被災地

陸前高田保育所への絵本、文具、遊
具などの物資支援

3月27日～28日 陸前高田市

陸前高田保育所への絵本、文具、遊
具などの物資支援

3月27日～28日 陸前高田市

大容量貯水タンクの物資支援
5月8日 陸前高田市

大容量貯水タンクの物資支援
5月8日 陸前高田市

「いわてっこ応援！学生ボランティアバス」と「子ども遊び
キャラバン隊」への参加

4月10日 釜石市

「いわてっこ応援！学生ボランティアバス」と「子ども遊び
キャラバン隊」への参加

4月10日 釜石市

山田高校内避難所他での炊き出しの手伝い
4月16日 山田町

山田高校内避難所他での炊き出しの手伝い
4月16日 山田町

宮古市内の浸水家屋等の片付け
宮古駅周辺の花植え、プランター設置

4月16日 宮古市

宮古市内の浸水家屋等の片付け
宮古駅周辺の花植え、プランター設置

4月16日 宮古市

宮古市内の個人宅、店舗等への戸別
訪問によるニーズ調査、及び屋内片付
け支援

4月18日～6月18日 宮古市

宮古市内の個人宅、店舗等への戸別
訪問によるニーズ調査、及び屋内片付
け支援

4月18日～6月18日 宮古市

避難所（宮古市金浜老人福祉センター）
の運営支援

4月29日～5月31日 宮古市

避難所（宮古市金浜老人福祉センター）
の運営支援

4月29日～5月31日 宮古市

震災ボランティア学生引率（側溝のヘド
ロ掻き出し）

5月21日、5月28日、5月29日 宮古市

震災ボランティア学生引率（側溝のヘド
ロ掻き出し）

5月21日、5月28日、5月29日 宮古市

被災家屋、校舎内の清掃、支援物資仕
分け等

4月6日～7日、14日 大船渡市

被災家屋、校舎内の清掃、支援物資仕
分け等

4月6日～7日、14日 大船渡市

夢の課外授業・希望プロジェクト
5月30日 大船渡市（蛸ノ浦小学校）

夢の課外授業・希望プロジェクト
5月30日 大船渡市（蛸ノ浦小学校）

被災動物に対する移動診療「わんにゃんレス
キュー号」の派遣
4月1日、7日、14日、21日、5月18日

大船渡市、陸前高田市

被災動物に対する移動診療「わんにゃんレス
キュー号」の派遣
4月1日、7日、14日、21日、5月18日

大船渡市、陸前高田市

保健師活動 大槌町民全戸訪問調
査
4月28日～5月1日 大槌町

保健師活動 大槌町民全戸訪問調
査
4月28日～5月1日 大槌町

学用品等の物資支援（大槌高
校他）
3月12日 大槌町他

学用品等の物資支援（大槌高
校他）
3月12日 大槌町他

被災者の健康診断事後指導
5月8日 気仙沼市（気仙沼中学校）

被災者の健康診断事後指導
5月8日 気仙沼市（気仙沼中学校）

緊急スクリーニング派遣
6月3日～6月7日 福島県

緊急スクリーニング派遣
6月3日～6月7日 福島県

県立総合教育センターでの支援物資（主に学用品）の仕分け
4月20日～22日 花巻市

県立総合教育センターでの支援物資（主に学用品）の仕分け
4月20日～22日 花巻市

被災地の妊婦や乳幼児の母親を対象としたプロジェクトサ
ポート

4月28日～5月1日 八幡平市

被災地の妊婦や乳幼児の母親を対象としたプロジェクトサ
ポート

4月28日～5月1日 八幡平市

被災地の現地調査
3月12日～
岩泉町他5市町

被災地の現地調査
3月12日～
岩泉町他5市町

久慈市からの復興対策本
部への要望

5月30日

久慈市からの復興対策本
部への要望

5月30日

宮古市災害ボランティア（側溝のヘドロ掻き出
し）

6月7日～30日 宮古市

宮古市災害ボランティア（側溝のヘドロ掻き出
し）

6月7日～30日 宮古市

圃場の被災状況調査、土壌サンプリング、採取土壌
の分析と作物適応性試験（発芽、育成）

4月6日 宮古市

圃場の被災状況調査、土壌サンプリング、採取土壌
の分析と作物適応性試験（発芽、育成）

4月6日 宮古市

宮古市立田老保育所へ玩具、保
育用本、雑巾等の物資支援
宮古市

宮古市立田老保育所へ玩具、保
育用本、雑巾等の物資支援
宮古市

岩手県立宮古高校への辞書
の物資支援

4月22日～5月6日 宮古市

岩手県立宮古高校への辞書
の物資支援

4月22日～5月6日 宮古市

「岩手県三陸沿岸津波浸水域
マップ」の作成等
3月16日～4月17日 岩泉町他５市町

「岩手県三陸沿岸津波浸水域
マップ」の作成等
3月16日～4月17日 岩泉町他５市町

ＩＣＴ機器に関して、搬入、設置、
調整等の人的技術支援を含め
た提供
3月末～ 岩手県沿岸市町村

工学部附属地域防災研究センター

ＩＣＴ機器に関して、搬入、設置、
調整等の人的技術支援を含め
た提供
3月末～ 岩手県沿岸市町村

工学部附属地域防災研究センター

震災瓦礫処理の促進と廃木
材を活用した仮設住宅建設
プロジェクト」の提案
4月7日～ 岩手県沿岸市町村

震災瓦礫処理の促進と廃木
材を活用した仮設住宅建設
プロジェクト」の提案
4月7日～ 岩手県沿岸市町村

農地の塩害調査、塩類除去手
段及び現地試験協力の提案等

4月25日 久慈市

農地の塩害調査、塩類除去手
段及び現地試験協力の提案等

4月25日 久慈市

仮設住宅の土台の杭の原料となる小径の丸太の提供
農学部附属寒冷フィールドサイエンス研究センター

仮設住宅の土台の杭の原料となる小径の丸太の提供
農学部附属寒冷フィールドサイエンス研究センター

「復興ビジョン」作成にあたって
の各分野の専門家のリストアッ
プ

4月11日 岩手県

「復興ビジョン」作成にあたって
の各分野の専門家のリストアッ
プ

4月11日 岩手県

「子どもの心のケアに関する研修
会」講師
4月18日、20日、26日、27日、30日

岩手県

「子どもの心のケアに関する研修
会」講師
4月18日、20日、26日、27日、30日

岩手県

「子ども達に語り継ぐ津波体験 紙し
ばい つなみ」の送付
5月23日
岩手県沿岸市町村（小学校及び教育委員会）

「子ども達に語り継ぐ津波体験 紙し
ばい つなみ」の送付
5月23日
岩手県沿岸市町村（小学校及び教育委員会）

リサイクル自転車の提供
6月8日 岩手県沿岸市町村

リサイクル自転車の提供
6月8日 岩手県沿岸市町村

岩手県沿岸復興プロジェクト
5月18日～
実施部局：
農学部、工学部、教育学部、人文社会科学部、社会環境工学科都市計画学研究室、
獣医学課程、寒冷ＦＳＣ、保健管理センター、地域連携推進センター、技術部、岩手
県立大学、岩手医科大学、岩手県水産技術センター、小岩井農場

岩手県沿岸復興プロジェクト
5月18日～
実施部局：
農学部、工学部、教育学部、人文社会科学部、社会環境工学科都市計画学研究室、
獣医学課程、寒冷ＦＳＣ、保健管理センター、地域連携推進センター、技術部、岩手
県立大学、岩手医科大学、岩手県水産技術センター、小岩井農場

岩手大学テニスコートの使用許可
5月28日 岩手県中体連
沿岸部中学校ソフトテニス部員約40名
内陸部中学校ソフトテニス部員約120名

岩手大学テニスコートの使用許可
5月28日 岩手県中体連
沿岸部中学校ソフトテニス部員約40名
内陸部中学校ソフトテニス部員約120名

岩手大学

八幡平市

久慈市

宮古市

大船渡市

釜石市

大槌町

山田町

花巻市

田野畑村

岩泉町

陸前高田市

岩手東日本大震災津波復興委員会
4月11日 岩手県 委員長（学長）

岩手東日本大震災津波復興委員会
4月11日 岩手県 委員長（学長）

田野畑村災害復興計
画策定委員会
4月22日 田野畑村

委員長

田野畑村災害復興計
画策定委員会
4月22日 田野畑村

委員長

福島県
気仙沼市

滝沢村

牧草の放射性セシウム検
査及び情報提供
6月１日～8日検査 現在も活動中
滝沢村 他11市町村

牧草の放射性セシウム検
査及び情報提供
6月１日～8日検査 現在も活動中
滝沢村 他11市町村

野田村

高田高校学習支援プロジェクト
岩手県立高田高校を中心とした学用品の物資支援

3月12日～ 陸前高田市

高田高校学習支援プロジェクト
岩手県立高田高校を中心とした学用品の物資支援

3月12日～ 陸前高田市

野田村東日本大震災津波復
興計画策定委員会

6月17日 野田村

委員長

野田村東日本大震災津波復
興計画策定委員会

6月17日 野田村

委員長

洋野町

普代村

（盛岡市）
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岩手大学東日本大震災復興対策本部（2011.4.1～）

復興対策本部長（学長）

復興対策副本部長（地域連携担当理事）

情報・連絡調整部門 学生支援部門 施設・設備部門 地域復興支援部門 健康管理部門
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復興対策本部事務局

『岩手の復興と再生に』オール岩大のパワーを

生活復興支援

人材育成支援

産業復興支援

地域防災拠点形成支援
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岩手の復興と再生のために…

生命生命
いのち

生活生活
暮らし

生業生業
なりわい

絆，つながり

ネットワーク

地域防災拠
点形成

産業復興支援

生活復
興支援

復興人材の育成
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○岩手大学が「地域復興センター」として三陸沿岸の復興・防災を支援
○県（「岩手県東日本大震災津波復興委員会」）・市町村・他大学等との緊密な連携により実施
○下記の諸取組を通し、災害の復興に寄与する人材育成を推進

１ ボランティア活動の推進
・学生・教職員の被災地への派遣
・ボランティア活動者への事前事後のケア
・被災地のニーズ収集 等

２ 被災者の心のケア
・被災者のこころを心理学的立場からサポー
ト（ＰＴＳＤ、ストレス、うつ、自殺、こどもの適

応と成長など）
・音楽会・展覧会・スポーツ大会等の開催

３ 被災動物の診療
・移動診療車の被災地派遣
（わんにゃんレスキュー号）
・被災動物の一時預り
・被災農家の家畜の健康管理等の指導・助言

４ 地域文化財の保護
・被災した地域文化財の救出と修復

５ 地域コミュニティーの再建
・被災地の復興計画とコミュニティーの再建を支援

１「ＳＡＮＲＩＫＵ（三陸）海洋
産業復興研究教育拠点形成創成
事業」の推進

２ 三陸ものづくり産業復興支援
事業

３ 農林畜産業復興支援
・塩害農地の生産力回復・復旧
・現地企業・農家と連携した新技術実用化
による農畜産業振興

・がれき廃材を活用した建築資材開発
等

生活復興支援 産業復興支援

岩手大学震災復興支援プロジェクト

１地域防災教育研究拠点形成

○ 災害に強い施設づくり

○ 災害に強いまちづくり

○ 災害に強い人材育成
等

地域防災拠点形成
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SANRIKU（三陸）海洋産業復興研究・教育拠点形成事業

目的

日本の水産業を支える三陸を復興するため、岩手大学を主体に産官学連携のもと
①新たな産業の創出、②水産業を担う高度専門人材育成、
③世界のSANRIKUの復興シンボルとしての持続的な拠点形成 を行う。

○釜石市にある岩手県水産技術センター、北里大学海洋バイオ
テクノロジー釜石研究所（津波により被災）等と共同して事業を
実施

○「水圏環境調査」「養殖」「加工・機能性」「マーケット」「食
文化」までの１次産業から３次産業までを一貫して研究・教育する
ことにより、産業構造の変革、新技術の開発（６次産業化の推進） 、
水産業を担う人材を育成

○学（岩手大学、東京海洋大学、北里大学、 東京大学）、産（マリン
テック釜石）、官（岩手県水産技術センター、釜石市、三陸の各市
町村）のそれぞれの知見・ノウハウを活用

○三陸地域の各拠点都市に、エクステンションセンターを設置し、
多様な研究を実施するとともに、産業の広範な発展に寄与

事業実施概要

●印はエクステンションセンター10



水産業の復興、新たな食文化の創出、市場開拓、
水産業の地域の担い手の教育（育成プログラム）、マーケッターの育成、

水産学研究者の人材養成（共同による大学院設置）

海洋ブランド
（SANRIKU）雇用の創出 食の安全・安心

水産系の
研究・教育拠点

水圏環境調査
＊水産資源、森林・河
川・海洋環境保全

岩手大学
東京海洋大学、東
京大学、北里大学
岩手県水産技術セ

ンター

養殖の新技術
開発

岩手大学
東京海洋大学、北

里大学、
岩手県水産技術セ

ンター

加工技術の高度
化・機能性の付与

岩手大学
東京海洋大学、
岩手県水産技術セン
ター、民間企業(マリ
ンテック釜石)
県、市町村

商品開発・マー
ケット開拓

岩手大学
東京海洋大学
民間企業（商社）

三陸から世界へ
食文化の発信

SANRIKU発
オンリーワン
食材

三陸復興への事業実施スキーム

一連の研究開発により「三陸独自の６次産業化」を推進

まちの活性化

SANRIKU（三陸）海洋産業復興研究・教育拠点

三陸沿岸の復興

（過疎化の改善）
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三陸ものづくり産業復興支援事業

岩手県内高等教育機関と研究拠点、産業支援機関位置図

1. 産業育成拠点の復興支援
• (財)釜石・大槌地域産業育成センターを岩手大学が三陸地域ものづくり産
業支援の拠点として復興させ、5年を目途に自立化させる

2. 新たな産業の創造
• 従来型産業・企業の復旧・復興に加え、ゼロベースからの産業創出のため、
センター内にインキュベーション施設、試作工場を付置

3. 産学官連携の拠点
• 三陸の産学官連携研究拠点としての機能を持たせ、研究開発型企業の育成
も担う

4. ものづくり人材の育成
• 岩手大学が北上川流域において実施している「地域再生人材育成事業～岩
手マイスター～」のシステムの沿岸部への導入を図る

• 地域の高度ものづくりコーディネート人材の育成も行う

三陸ものづくり産業復興の視点

花巻

北上

盛岡

遠野

奥州

八幡平

二戸

久慈

宮古

釜石

大船渡

陸前高田

一関
一関工業高等専門学校
岩手県南技術研究センター

岩手大学鋳造技術研究センター
奥州市鋳物技術交流センター

岩手大学金型技術研究センター
岩手県農業研究センター
岩手生物工学研究センター
北上オフィスプラザ

岩手大学複合デバイス研究センター
富士大学

花巻市起業化支援センター

岩手大学
岩手県工業技術センター
東北農業研究センター
いわて産業振興センター

盛岡市産学官連携研究センター
盛岡市新産業創出支援センター

滝沢

岩手県立大学
盛岡大学

滝沢村ＩＰＵイノベーションセンター

北里大学海洋ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ研究所
岩手県水産技術センター

釜石大槌地域産業育成センター

岩手県立大学宮古短期大学部

北里大学海洋生命科学部

東京大学海洋研究所大槌センター

大槌 （壊滅的被災）

（一時退去（5年間））

（大規模被災）
（大規模被災）
（大規模被災）

3月11日の大津波により、水産業、観光業に加え、酒・味噌醤油等の食品加工業、電
気機器製造業、自動車部品企業、金属加工業、セメント工業、造船業など、地域の雇用
を創出していた産業が多く被災

地域の数少ない研究機関や産業支援機関も被災、特に三陸地域のものづくりを担ってき
た (財)釜石・大槌地域産業育成センターは、津波により建物１階が大きな被害を受け、
試作機や分析機器が全損（写真参照）

現状

三陸沿岸地域の久慈市、宮古市、釜石市と相互友好協力協定を締結し連携
沿岸地域の企業等とは毎年15件程度の共同研究を実施しているほか、釜石では都市エリ
ア、地域イノベーションクラスター事業の支援を受けて、コバルト合金の生産拠点化を推
進中
北上川流域の自治体と連携してものづくりの研究拠点と産業人材育成の両面からものづく
り高度化に取り組んできている

岩手大学の実績

建物内部の被災状況
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三陸ものづくり産業復興への事業スキーム

被災した(財)釜石・大槌地域産業育成センター（釜石市、大槌町が出資）を
岩手大学に一時移管し、三陸ものづくり産業の中核産業支援機関として再構築

研究開発機能
産学連携による応用
化・実用化研究の推
進

インキュベーシ
ョン機能
新規事業化・ベンチャ
ーの創出

人材育成機能
セミナー、ものづく
り夜間大学等の運営
による高度技術者育
成

産学、産産マッチ
ング機能
企業と大学、内陸企業
と沿岸企業のマッチン
グ

経営・マーケ
ット支援機能
経営相談、金融支
援、マーケット開
拓支援強化 付加 強化 付加 強化

5年を目途に再構築し、地域
自治体経営に再度移管する

ものづくり研究
の拠点

雇用の創出
高度ものづくり
人材集積

ものづくり産業
の復興

新規企業誘致

三陸地域の復興

センターの機能
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地域防災教育研究拠点形成事業

地域防災とは

事業目的

自主防災組織の立ち上げの提案、地域における防災活動への取組みを支援
地域の防災リーダーとなる人材を育成（文部科学省：社会人の学び直し事業）
岩手県及び教育委員会との連携により、小中学生対象の津波防災教育教材を
作成するとともに、沿岸地域の小中学校の防災担当教員を育成

東日本大震災において、迅速
な避難により人的被害を軽減

事業実施概要

既存の防災研究機関では、地震・津波の規模及び発生確率の想定に向けた研究が行われ、防災対策の基本方針の策
定に大きく貢献してきた。一方、こうした「自然現象から見た防災」の観点での研究成果を踏まえ、地域毎の具体的
な防災計画を策定するためには、「地域住民から見た防災」、つまり地域防災の観点が必要である。
地域の地形、産業構造、歴史・文化などを考慮し、津波災害に強い①施設づくり ②まちづくりと、地域固有の災

害文化を醸成・実践・継承する ③ひとづくり を機能的に連携させたボトムアップ型防災システムが、ここで提案す
る地域防災である。

文理融合型の地域防災教育研究拠点を形成し、岩手大学がこれまで培ってきた産・官・学・住の連携による地域防
災システムを構築し、①三陸沿岸での安全・安心な地域づくり ②災害文化の醸成・実践・継承 ③三陸モデルの発
信 を行う

○これまで岩手大学が実施してきた地域密着型の活動（防災体制構築への支援、防災教育など）をさらに拡充し、
東日本大震災による被災地の復興に向け、「施設づくり」「まちづくり」「ひとづくり」に貢献

○地域特性に応じた防災対策と、津波常襲地帯に暮らすための知恵である災害文化からなるボトムアップ型防災
システム（三陸モデル）を構築
○三陸モデルを、今後巨大地震の発生が危惧される東南海地域などへ展開
○岩手県が構想する「国際的防災研究拠点（案）」の中核機能として実施
○他大学、他研究機関と連携し、相互補完的な事業実施により効果的な成果を創出

活動実績

これまでの
活動により

14



安全なまちづくりと災害文化を育む地域防災拠点

○震度分布の解析
○最適な構造物の規模及び配置
○構造物に対する津波波力の算定

○防災型施設配置計画
○安全で迅速な避難体制の構築
○防災型コミュニティーの創生

○災害文化の醸成，実践、継承
○防災技術者、研究者の養成
○防災教育教材の作成・普及

地震・津波解析 災害文化地域計画

東北大学、秋田大学、弘前大学、
国、県、市町村との連携 県、市町村、地域住民との連携

教育委員会、市町村、地域の
防災組織との連携

地域計画

地震・津波解析

３つの歯車の機能的連携

災害文化

津波に強い施設づくり 災害に強いまちづくり 地域防災を担う人づくり

災害に強い三陸の構築

○安全・安心なまち
○地域が満足する防災
○災害文化を継承する
地域コミュニティー

三陸モデルの発信・展開

○全国へ（東南海地域など）
○世界へ（ＡＳＥＡＮなど）

岩手大学

地域防災研究センター
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宮澤賢治

岩手大学は

をスローガンに

地域の拠点として産学官民と連携し

『岩手の復興と再生』 のために

『オール岩大パワー』で

邁進します。

いわての”大地”と“ひと”と共に

ポランの広場16
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